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　この度、遺族の方が年金として受給する生命保険金のうち、相続税の課税対象となった部分に

ついては、所得税の課税対象にならないとする最高裁判所の判決がありました。そこで、このよ

うな年金に係る税務上の取扱いを改めることとしましたので、お知らせします。これにより、平

成 17 年分から平成 21 年分までの各年分について所得税が納めすぎとなっている方につきまし

ては、その納めすぎとなっている所得税が還付となります。

　お手数をお掛けしますが、必要なお手続き（更正の請求又は確定申告など）をしていただきま

すようお願いいたします。

　この取扱いの変更の対象となる方や所得税の還付のお手続きについては、国税庁ホームページ

【www.nta.go.jp】をご覧いただくか、最寄りの税務署にお問い合わせください。

※　平成 17 年分について、早い方は平成 22 年 12 月末が還付できる期限となりますので、お

早目のお手続きをお願いします。

※　受け取られた年金の受給権が相続税や贈与税の課税対象となる場合は、実際に相続税や贈与

税の納税額が生じなかった方も対象となります。

【問い合わせ先　福島税務署　024-534-3121】

～相続又は贈与等に係る生命保険契約や
損害保険契約等に基づく年金の税務上の取扱いの変更について～

税務署からのお知らせ税務署からのお知らせ税務署からのお知らせ

納
税
表
彰

祝祝
お
め
で
と
う

　

ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う

　

ご
ざ
い
ま
す

渡
邊
博
美 

氏
（　
　
　
　

）

川
津
博
彰 

氏
（　
　
　
　

）

　

平
成
二
十
二
年
度
の
納
税
表
彰
受
賞
者

が
発
表
さ
れ
、
本
会
の
役
員
の
方
々
も
受

賞
さ
れ
た
。

　
〈
福
島
税
務
署
長
表
彰
〉

　
　
（
十
一
月
十
五
日
・
福
島
グ
リ
ー
ン

パ
レ
ス
）

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

福
島
ヤ
ク
ル
ト
販
売
㈱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

法
人
会
副
会
長 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

文
化
設
備
工
業
㈱　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

      

法
人
会
常
任
理
事

　

十
一
月
十
七
日
、
仙
台
市
・
江
陽
グ
ラ

ン
ド
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、
東
北
六
県
法
人

会
連
合
会
で
表
彰
式
が
あ
り
次
の
方
が
受

賞
さ
れ
た
。

〈
役
員
永
年
勤
続
表
彰
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

㈱
富
士
屋
商
店

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

法
人
会
副
会
長 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

三
兄
工
業
㈱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

法
人
会
常
任
理
事

〈
会
員
増
強
表
彰
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

㈱
Ａ
水
技
研

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

法
人
会
常
任
理
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

㈱
総
合
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

法
人
会
常
務
理
事

佐
藤
晃
司 

氏
（　
　
　
　

）

石
森
成
彦 

氏
（　
　
　
　

）

紺
野
正
雄 

氏
（　
　
　
　

）

最
上　

諭 

氏
（　
　
　
　

）

東
北
六
県
連
で
も
表
彰

会員増強表彰の紺野正雄氏
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十
二
月
四
日
、
青
森
県
民
待
望
の
新
幹

線
が
走
り
始
め
ま
し
た
。

　

東
北
線
は
こ
れ
で
旅
客
用
と
し
て
は
コ

マ
ギ
レ
の
区
間
線
、
直
通
は
貨
物
だ
け
に

な
る
わ
け
で
、
東
北
の
大
動
脈
と
し
て
親

し
ま
れ
た
そ
の
名
も
、
次
第
に
忘
れ
ら
れ

て
い
く
の
で
し
ょ
う
か
。
た
ま
た
ま
十
二

月
二
十
五
日
は
福
島
駅
開
業
の
日
で
も
あ

り
、
チ
ョ
ッ
ピ
リ
の
感
傷
を
込
め
て
、
東

北
本
線
の
歴
史
を
ふ
り
か
え
っ
て
見
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。

　

上
野
か
ら
青
森
ま
で
七
三
九
キ
ロ
を
鉄

道
で
結
ぶ
と
い
う
大
事
業
に
手
を
つ
け
た

の
は
明
治
政
府
で
は
あ
り
ま
せ
ん
「
日
本

鉄
道
会
社
」
と
い
う
株
式
会
社
で
、
明
治

十
六
年
の
こ
と
で
す
。
発
起
人
に
な
っ
た

の
は
明
治
の
元
勲
岩
倉
具
視
や
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の

ド
ラ
マ
「
竜
馬
伝
」
で
お
な
じ
み
の
岩
崎

弥
太
郎
な
ど
で
、
資
本
金
四
百
万
円
で
し

た
。
株
主
に
は
恐
ら
く
県
な
ど
か
ら
の
呼

び
掛
け
も
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
、
各
県
の

沿
線
の
有
力
者
が
一
万
円
か
ら
五
千
円
の

出
資
で
多
数
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

た
ま
た
ま
当
時
の
株
主
名
簿
で
あ
る

「
出
金
人
名
簿
」
が
市
内
笹
木
野
の
豪
農

阿
部
紀
さ
ん
に
保
存
さ
れ
て
い
て
、
先
日

拝
見
し
ま
し
た
が
、
本
県
か
ら
は
阿
部
紀

さ
ん
は
じ
め
角
田
林
兵
衛
さ
ん
。
橋
本
伝

右
ヱ
門
さ
ん
な
ど
当
時
の
県
内
の
豪
商
・

豪
農
三
十
七
人
が
名
を
連
ね
て
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
。
当
時
の
一
万
円
は
単
純

に
米
価
で
換
算
す
る
と
約
四
百
万
円
に
相

当
し
ま
す
か
ら
、
相
当
な
負
担
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
。

　

工
事
は
現
在
の
新
幹
線
の
工
法
と
同
じ

よ
う
に
、
あ
る
区
間
ま
で
工
事
を
進
め
、

完
成
し
た
そ
の
工
区
で
運
転
営
業
を
開

始
。
次
の
工
区
の
工
事
に
か
か
る
手
順
で

し
た
か
ら
、
本
県
に
入
っ
た
の
は
二
年
後

の
十
八
年
（
白
河
ま
で
）
白
河
福
島
間
が

開
通
し
た
の
は
二
十
年
で
、
工
事
開
始
か

ら
実
に
四
年
も
か
か
っ
て
い
ま
す
。

　

か
く
し
て
三
十
年
秋
、
つ
い
に
十
六
年

の
歳
月
を
か
け
た
全
区
間
の
工
事
が
完

了
、
東
京
と
さ
い
は
て
の
地
を
結
ぶ
大
動

脈
が
完
成
し
た
の
で
す
が
、
こ
の
大
事
業

が
明
治
人
が
力
を
合
わ
せ
た
民
営
会
社
の

手
に
よ
っ
て
実
現
し
た
こ
と
は
、
後
世
に

胸
は
っ
て
語
り
継
が
れ
る
べ
き
歴
史
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

国
　
税

国
　
税

「
平
成　

事
務
年
度 

国
税
庁
が

達
成
す
べ
き
目
標
に
対
す
る
実

績
の
評
価
書
」
が
公
表
さ
れ
ま

し
た

　

国
税
庁
で
は
、
納
税
者
の
皆
様
に
対
す

る
説
明
責
任
を
果
た
す
た
め
、
国
税
庁

が
所
管
す
る
事
務
に
つ
い
て
、
あ
ら
か
じ

め
達
成
す
べ
き
目
標
を
設
定
し
（「
実
施

計
画
」
の
策
定
）、
そ
の
目
標
に
対
す
る

実
績
を
評
価
・
公
表
（「
実
績
の
評
価
書
」

の
作
成
）
す
る
実
績
の
評
価
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

今
般
、
平
成
21
事
務
年
度
（
平
成
21
年

7
月
か
ら
22
年
6
月
）
の
「
実
績
の
評
価

書
」
に
つ
い
て
、
有
識
者
の
方
々
か
ら
な

る
「
財
務
省
の
政
策
評
価
の
在
り
方
に
関

す
る
懇
談
会
」
を
経
て
、
去
る
10
月
15
日

に
公
表
さ
れ
ま
し
た
。

h
ttp

://w
w

w
.m

of.g
o.jp

/jou
h

ou
/

h
you

ka/koku
zeich

ou
/21n

en
d

o/
hyoukasho/honbun-youshi.htm

「
税
務
署
の
巡
回
時
計
」

　

昭
和
50
年
ご
ろ
ま
で
は
税
務
署
で
も
職

員
に
よ
る
宿
直
や
日
直
が
行
わ
れ
て
い
ま

し
た
。
そ
の
頃
に
使
わ
れ
て
い
た
「
巡
回

時
計
」
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
巡
回
時
計
は
、
東
京
銀
座
の
服
部

時
計
店
製
で
あ
り
、
そ
の
目
的
は
、
宿
直

や
日
直
の
職
員
が
庁
舎
内
外
を
巡
回
し
た

際
に
、
予
定
時
刻
に
該
当
の
箇
所
を
順
番

ど
お
り
巡
回
し
た
か
ど
う
か
を
管
理
者
が

監
督
す
る
た
め
の
も
の
で
し
た
。

h
ttp://w

w
w

.nta.go.jp/ntc/sozei/
netw

ork/150.htm

地
方
税
の
電
子
申
告

　

所
得
税
な
ど
の
国
税
に
つ
い
て
は
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
電
子
申
告
納
税

が
で
き
ま
す
。（
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
イ
ー

タ
ッ
ク
ス
と
い
い
ま
す
。）

　

一
方
、
地
方
税
の
う
ち
、
法
人
事
業
税

や
法
人
県
民
税
な
ど
に
つ
い
て
も
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
電
子
申
告
が
で
き

ま
す
（
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
エ
ル
タ
ッ
ク
ス

と
い
い
ま
す
）。
混
雑
す
る
窓
口
に
出
向

く
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
し
、
複
数
の
地
方

公
共
団
体
に
対
す
る
申
告
を
一
回
の
デ
ー

タ
送
信
操
作
に
よ
り
行
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

ご
利
用
に
は
、
ま
ず
エ
ル
タ
ッ
ク
ス

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.eltax.jp/

）

に
ア
ク
セ
ス
し
て
利
用
届
出
な
ど
の
準
備

を
行
い
ま
す
。
大
変
便
利
な
方
法
で
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

（
県
庁
税
務
課
）

地
　
方
　
税

地
　
方
　
税

２１
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で
撮
影
さ
れ
た
二
十
点
余
の
作
品
展
を
コ

ラ
ッ
セ
４
Ｆ
の
催
事
場
で
同
時
開
催
を
行

う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

又
、
福
島
県
芸
術
祭
参
加
行
事
の
一
環

で
、
福
島
県
写
真
連
盟
の
鴫
原
明
寿
会
長

か
ら
推
薦
さ
れ
写
真
展
を
同
様
な
形
で

福
島
テ
ル
サ
４
Ｆ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
九
月

二
十
一
日
か
ら
二
十
六
日
ま
で
行
う
こ
と

が
出
来
、
多
数
の
入
場
者
に
美
し
い
花

の
写
真
を
見
て
も
ら
う
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
こ
の
作
品
展
に
も
秋
山
氏
が
撮
影
し

た
写
真
を
同
時
展
示
し
ま
し
た
。
上
野
氏

の
協
力
が
あ
っ
た
か
ら
出
来
た
と
感
謝
い

た
し
て
お
り
ま
す
。

　

秋
山
庄
太
郎
氏
は
原
節
子
、
若
尾
文

子
、
岩
下
志
麻
を
始
め
と
し
た
往
年
の
大

女
優
の
ポ
ー
ト
レ
ー
ト
を
数
多
く
手
掛

け
、
写
真
家
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
、

一
九
六
五
年
頃
か
ら
花
の
撮
影
に
取
り
組

み
、
以
後
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
定
め
た
よ
う

で
す
。
数
多
く
の
花
の
写
真
を
撮
影
さ
れ

た
写
真
集
や
ネ
ガ
な
ど
を
見
せ
て
い
た
だ

き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
花
の
美
し
さ
を
見
事
に

描
写
さ
れ
る
作
品
を
只
々
、
感
嘆
し
て
見

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

自
然
の
花
々
、
生
け
た
花
々
、
心
の
ど

こ
か
に
安
ら
ぎ
と
美
し
さ
を
も
ら
い
ま
し

た
。
真
似
を
し
な
が
ら
趣
味
の
写
真
を
楽

し
ん
で
お
り
ま
す
。

　

広
報
委
員㈱

第
一
印
刷　

古
川　

拓
也

　
「
心
の
安
ら
ぎ
に
花
を
」

　

福
島
の
素
晴
ら
し
さ
を
県
内
外
の
方
に

少
し
で
も
理
解
し
て
ほ
し
い
。
地
域
観
光

を
Ｐ
Ｒ
し
て
福
島
の
美
し
さ
を
発
信
し
た

い
と
い
う
願
い
か
ら
、
花
見
山
フ
ォ
ト
コ

ン
テ
ス
ト
を
始
め
ま
し
た
。
美
し
い
福
島

を
広
く
皆
様
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に

開
催
し
て
き
た
「
花
見
山
フ
ォ
ト
コ
ン
テ

ス
ト
」
は
今
年
で
五
回
目
を
終
了
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

写
真
家
の
故
秋
山
庄
太
郎
氏
は
花
見
山

公
園
を〝

い
つ
ど
こ
に
い
て
も
花
に
囲
ま

れ
て
い
る
が
福
島
市
郊
外
の
花
見
山
公
園

の
春
を
、
日
本
随
一
位
に
推
薦
し
た
い
。

百
聞
は
一
見
に
し
か
ず
、
こ
の
世
の
桃
源

郷
で
あ
る
と
断
言
し
て
も
よ
い〟

と
言
わ

れ
花
見
山
を
愛
さ
れ
、
そ
の
名
を
全
国
に

広
め
て
く
れ
ま
し
た
。

　

五
回
目
の
今
年
は
ご
縁
が
あ
り
、
秋
山

庄
太
郎
写
真
美
術
館
長
の
上
野
正
人
氏
の

ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
第
五
回
の
フ
ォ
ト

コ
ン
入
選
作
品
と
秋
山
氏
が
生
前
花
見
山

「
書
面
添
付
制
度
に
つ
い
て
」

「
書
面
添
付
制
度
に
つ
い
て
」

　
「
書
面
添
付
制
度｣

と
は
、
税
理
士
法
第

30
条
に
規
定
す
る
「
税
務
代
理
権
限
証
書
」

を
提
出
し
て
い
る
税
理
士
が
、
税
理
士
法
第

33
条
の
２
に
規
定
す
る
計
算
事
項
等
が
記
載

さ
れ
た
書
面
を
添
付
し
た
場
合
の
、
そ
の
添

付
書
面
を
基
に
し
た
税
理
士
法
第
35
条
に
規

定
す
る
「
税
務
調
査
の
事
前
通
知
前
の
意
見

聴
取
制
度
」
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。
経
営
者

の
方
々
は
あ
ま
り
聞
き
覚
え
が
無
い
か
も
知

れ
ま
せ
ん
が
、
平
た
く
言
う
と
、
法
人
及
び

個
人
の
確
定
申
告
書
等
の
提
出
の
際
に
、
税

務
代
理
権
限
証
書(

昔
で
い
う
と
こ
ろ
の
委

任
状)

と
一
緒
に
所
定
の
添
付
書
面
を
提
出

し
た
場
合
、
一
般
的
な
税
務
調
査
に
入
る
前

に
、
事
前
に
税
理
士
へ
意
見
を
聞
く
機
会
が

設
け
ら
れ
る
制
度
で
す
。
ま
た
、
そ
の
意
見

聴
取
の
段
階
で
問
題
点
等
が
解
消
し
、
今
回

は
調
査
の
必
要
性
が
な
い
と
認
め
ら
れ
た
場

合
に
は
、「
調
査
省
略
」
と
な
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。

　

こ
の
書
面
に
記
載
す
る
内
容
は
、
①
自
ら

作
成
記
入
し
た
帳
簿
書
類
に
記
載
さ
れ
て
い

る
事
項
、
②
提
示
を
受
け
た
帳
簿
書
類
に
記

載
さ
れ
て
い
る
事
項
、
③
計
算
し
、
整
理
し

た
主
な
事
項
、
④
相
談
に
応
じ
た
事
項
、
⑤

そ
の
他
、
と
い
っ
た
も
の
で
あ
り
、
③
に
関

し
て
は
さ
ら
に
顕
著
な
増
減
事
項
及
び
会
計

処
理
方
法
に
変
更
等
が
あ
っ
た
事
項
を
記
載

し
、
⑤
に
つ
い
て
は
一
般
的
に
は
そ
の
他
全

体
的
な
総
合
所
見
を
記
載
し
ま
す
。

　

つ
ま
り
、
税
理
士
が
そ
の
申
告
書
類
を
提

出
す
る
に
あ
た
り
、
ど
の
よ
う
な
書
類
の
提

示
を
受
け
、
ま
た
そ
の
書
類
に
基
づ
い
て
計

算
整
理
し
た
事
項
を
明
ら
か
に
し
、
大
き
な

数
字
の
変
動
が
あ
っ
た
場
合
の
理
由
等
を
記

載
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
申
告
書
類
等
の

信
憑
性
を
よ
り
高
め
る
こ
と
に
つ
な
が
る
も

の
で
も
あ
り
ま
す
。

　

平
成
13
年
度
の
税
理
士
法
改
正
以
来
、
現

在
徐
々
に
浸
透
し
つ
つ
あ
る
制
度
で
は
あ
り

ま
す
が
、
全
体
的
な
書
面
添
付
割
合
は
ま
だ

ま
だ
低
く
、
ま
た
、
書
面
の
内
容
も
よ
り
一

層
の
充
実
度
が
求
め
ら
れ
て
い
る
現
状
で

す
。
納
税
者
の
方
々
に
対
す
る
税
理
士
の
責

任
の
範
囲
の
明
確
化
、
ま
た
納
税
者
の
方
々

と
の
信
頼
関
係
の
強
化
と
い
っ
た
観
点
か
ら

も
、
筆
者
も
含
め
今
後
の
活
用
割
合
の
更
な

る
増
加
が
期
待
さ
れ
る
制
度
で
あ
り
ま
す
。

　

東
北
税
理
士
会
福
島
支
部　
　

行
形
裕
司
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海
外
生
産
に
走
る
日
本
企
業　

国
内
空
洞
化
に
拍
車

　

ー 

菅
政
権
は
国
内
経
済
立
て
直
し
へ
政
策
動
員
を
急
げ 

ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

経
済
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

柏　

木　

慶　

永

　

加
速
す
る
大
手
企
業
の
海
外

　

設
備
増
強

　

自
動
車
、
精
密
機
器
、
電
気
な
ど
大
手

企
業
の
海
外
生
産
が
加
速
し
て
い
る
。
日

産
自
動
車
の
主
力
コ
ン
パ
ク
ト
カ
ー
「
マ
ー

チ
」
の
タ
イ
生
産
移
管
が
象
徴
的
で
あ
り
、

急
激
な
円
高
が
国
内
市
場
の
縮
小
と
重
ね
合

わ
せ
る
か
の
よ
う
に
企
業
は
戦
略
を
変
え
て

い
る
。
円
高
が
チ
ャ
ン
ス
と
日
本
企
業
に
よ

る
海
外
企
業
の
Ｍ
＆
Ａ
（
企
業
の
合
併
・
買

収
）
件
数
も
こ
こ
10
年
で
最
高
と
な
る
勢
い

だ
。
だ
が
、
問
題
は
大
企
業
に
ぶ
ら
下
が
っ

て
い
る
中
小
、
零
細
企
業
に
と
っ
て
息
の
根

を
止
め
ら
れ
か
ね
な
い
点
だ
。
内
需
拡
大
と

雇
用
確
保
を
声
高
に
唱
え
る
菅
民
主
党
政
権

が
「
モ
ノ
づ
く
り
日
本
」
の
足
元
を
し
っ
か

り
固
め
る
施
策
を
実
行
し
な
い
限
り
、
地
盤

沈
下
は
避
け
ら
れ
な
い
。

　

日
産
自
動
車
は
、
タ
イ
生
産
の
マ
ー
チ
を

世
界
戦
略
車
種
と
位
置
づ
け
、
現
地
調
達
率

90
％
と
徹
底
的
な
現
地
化
を
進
め
る
。「
国

産
よ
り
20
〜
30
％
安
く
生
産
で
き
る
」
と
い

う
。
自
動
車
は
「
世
界
商
品
」
で
あ
り
、
世

界
市
場
で
の
戦
い
は
コ
ス
ト
競
争
力
の
強
化

と
為
替
リ
ス
ク
回
避
へ
の
対
応
に
あ
る
。
日

産
は
２
０
１
０
年
度
の
世
界
生
産
台
数
を
過

去
最
高
の
４
０
８
万
台
強
に
設
定
し
、
そ
の

う
ち
国
内
生
産
は
１
２
０
万
台
強
に
と
ど
ま

る
。
ト
ヨ
タ
自
動
車
本
体
の
10
年
（
暦
年
）

の
世
界
生
産
計
画
は
７
４
５
万
台
で
、
う
ち

国
内
が
３
２
０
万
台
だ
。
ホ
ン
ダ
も
海
外
生

産
を
さ
ら
に
増
や
す
。
ス
ズ
キ
は
円
高
対
応

と
し
て
国
内
生
産
を
大
幅
に
上
回
る
イ
ン
ド

の
生
産
設
備
増
強
に
乗
り
出
す
。
海
外
企
業

の
Ｍ
＆
Ａ
で
現
地
生
産
比
率
を
高
め
る
企
業

も
目
立
つ
。

　

企
業
の
海
外
設
備
の
増
強
が
そ
れ
を
物

語
っ
て
い
る
。
日
本
政
策
投
資
銀
行
の
10
年

度
設
備
投
資
計
画
調
査
に
よ
る
と
、
自
動
車

産
業
の
海
外
投
資
は
前
年
度
比
で
44
％
も
増

加
し
て
い
る
。
日
銀
の
9
月
の
企
業
短
期
経

済
観
測
調
査
（
短
観
）
で
は
、
大
企
業
・
製

造
業
の
10
年
度
の
設
備
投
資
計
画
は
全
体
で

前
年
度
比
4
％
増
と
な
っ
た
も
の
の
、
そ
の

多
く
が
海
外
で
の
投
資
と
み
ら
れ
る
。

　

深
刻
化
す
る
中
小
、
零
細
企
業

　

へ
の
影
響

　

こ
う
し
た
実
態
が
国
内
製
造
業
を
圧
迫
し

て
い
る
。そ
の
典
型
が
自
動
車
用
金
型
業
界
。

9
月
17
日
、業
界
2
位
の
富
士
テ
ク
ニ
カ（
静

岡
県
清
水
町
）
と
3
位
の
宮
津
製
作
所
（
群

馬
県
大
泉
町
）
が
事
業
統
合
を
発
表
、
再
編

の
口
火
を
切
っ
た
。
企
業
再
生
支
援
機
構
が

富
士
テ
ク
ニ
カ
に
出
資
し
て
筆
頭
株
主
と
な

り
、
富
士
が
宮
津
を
吸
収
合
併
す
る
。
両
社

の
経
営
陣
は
総
退
陣
す
る
う
え
、
6
工
場
の

半
分
を
閉
鎖
し
、
従
業
員
も
大
幅
に
削
減
す

る
。
両
社
は
「
中
国
勢
に
対
抗
で
き
る
企
業

に
生
ま
れ
変
わ
る
た
め
に
、
新
た
な
企
業
が

必
要
だ
っ
た
」
と
、
無
念
さ
を
滲
ま
せ
た
。

　

08
年
の
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
以
降
、
自

動
車
販
売
が
大
幅
に
落
ち
込
ん
だ
こ
と
で
両

社
の
業
績
は
急
速
に
悪
化
し
た
。
政
府
は
モ

ノ
づ
く
り
の
基
盤
で
あ
る
金
型
の
衰
退
に

危
機
感
を
募
ら
せ
、
政
府
主
導
で
生
き
残
ら

せ
る
策
に
出
た
。
い
く
ら
大
手
と
い
っ
て
も

経
営
基
盤
は
も
ろ
い
。
自
動
車
メ
ー
カ
ー
の

海
外
生
産
増
に
よ
る
現
地
調
達
率
ア
ッ
プ
が

国
内
主
体
の
金
型
メ
ー
カ
ー
の
コ
ス
ト
競
争

力
を
弱
め
た
。
と
り
わ
け
中
国
の
金
型
メ
ー

カ
ー
の
低
コ
ス
ト
化
と
技
術
力
向
上
が
脅
威

と
な
っ
て
い
る
。
最
大
手
の
オ
ギ
ハ
ラ
（
群

馬
県
太
田
市
）が
タ
イ
資
本
の
傘
下
に
入
り
、

国
内
の
主
力
工
場
が
中
国
企
業
に
譲
渡
さ
れ

た
こ
と
は
、
象
徴
的
で
あ
る
。

　

早
急
な
対
策
実
現
を

　

国
内
市
場
の
縮
小
で
企
業
が
新
興
国
市
場

中
心
に
海
外
生
産
を
増
や
す
の
は
当
然
で
も

あ
る
。
し
か
し
、
大
企
業
の
下
請
け
で
あ
る

中
小
企
業
の
多
く
は
海
外
進
出
も
ま
ま
な
ら

な
い
。
仕
事
量
の
減
少
が
業
績
悪
化
を
も

た
ら
し
、
従
業
員
の
削
減
に
つ
な
が
る
。
さ

ら
に
円
高
が
重
な
り
、
や
む
な
く
廃
業
（
倒

産
）
と
い
う
最
悪
の
結
果
を
招
く
こ
と
に
も

な
る
。
菅
政
権
は
雇
用
を
政
策
の
柱
に
位
置

づ
け
て
い
る
。
だ
が
、
雇
用
を
生
み
出
す
企

業
を
元
気
に
し
な
け
れ
ば
逆
に
失
業
者
は
増

え
る
。
衰
弱
し
て
い
る
産
業
経
済
を
立
ち
直

ら
せ
る
た
め
に
、
外
国
と
Ｆ
Ｔ
Ａ
（
自
由
貿

易
協
定
）
を
含
め
た
Ｅ
Ｐ
Ａ
（
経
済
協
力
協

定
）
の
推
進
、
法
人
税
引
き
下
げ
な
ど
の
税

制
改
正
を
早
急
に
実
現
す
べ
き
で
あ
る
。

［筆者紹介］

柏木慶永 （かしわぎ・よしなが）

経済ジャーナリスト（日本記者クラ
ブ会員）。1969 年日本大学法学部新
聞学科卒、日刊工業新聞社で、編集
局科学技術・第一・第二・各部長、
電子メディア局長、執行役員総合事
業局長、同業務局長、同論説委員長
を歴任。
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国
は
Ｉ
Ｔ
を
利
用
し
た
申
告
・
納
税
を

推
進
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
納
税
者
の
利

便
性
の
向
上
や
事
務
の
効
率
化
を
図
る
た

め
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
の
利
用
拡
大
を
図
っ
て
い

ま
す
。こ
の
よ
う
な
中
福
島
税
務
署
で
は
、

広
く
納
税
者
の
方
々
に
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
の
利

便
性
を
理
解
し
て
い
た
だ
こ
う
と
、
福
島

署
独
自
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
、

そ
の
サ
ポ
ー
タ
ー
を
募
集
。
今
年
度
は
昨

年
よ
り
2
社
多
い
11
社
（
下
記
）
が
参
加

す
る
こ
と
と
な
り
、
さ
る
十
一
月
九
日
、

福
島
税
務
署
で
各
企
業
の
代
表
者
の
方
々

に
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
た
。
委
嘱
期
間
は

来
年
6
月
ま
で
で
、
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
サ
ポ
ー

タ
ー
と
し
て
利
用
拡
大
に
向
け
て
様
々
な

活
動
を
展
開
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
来
年
度

は
是
非
あ
な
た
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
て

は
い
か
が
で
す
か
。

参
加
企
業
名
（
五
十
音
順
）

こ
こ
ろ
ネ
ッ
ト
株
式
会
社

株
式
会
社
こ
ん
の

株
式
会
社
セ
キ
ホ
ー
ム
福
島

東
北
コ
ピ
ー
販
売
株
式
会
社

株
式
会
社
日
新
土
建
工
業
所

福
興
産
業
株
式
会
社

株
式
会
社
福
島
丸
公

福
島
ヤ
ク
ル
ト
販
売
株
式
会
社

株
式
会
社
丸
福
織
物

株
式
会
社
山
川
印
刷
所

陽
光
社
印
刷
株
式
会
社

福
島
税
務
署

　
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
や
っ
て
み
っ
ぺ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
員
企
業
１１
社
に
委
嘱
状
交
付

福
島
税
務
署

　
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
や
っ
て
み
っ
ぺ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
員
企
業
１１
社
に
委
嘱
状
交
付
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▲ 22・10・18
セミナー「新規開拓セールス力アップセミナー」
講　師　西村 文彦氏
　　　　　（にしむらセールス&ヒューマン研究所長）

▲ 22・11・5
県青連協 第１８回会員研修会「福島大会」
（福島市子どもの夢を育む施設こむこむにおいて）

▲ 22・10・26
改正税法説明会

▲ 22・10・26
県女性連協 第１１回会員研修会「郡山大会」

▲

22・11・2
女性部会移動租税教室
（県知事室において）

（
県
立
美
術
館
に
お
い
て
）

„
松
川
小
学
校
６
年
生
の
皆
さ
ん“

„
大
会
宣
言
を
す
る
小
野
部
会
長
“

„
福
島
か
ら
参
加
の
皆
さ
ん“
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12
2010

　

今
冬
は
、
秋
を
通
り
越
し
、
赤
、
黄
の

紅
葉
に
初
冠
雪
、
一
足
飛
び
で
冬
に
な
り

ま
し
た
が
、
皆
様
、
如
何
お
過
ご
し
で
し
ょ

う
か
。

　

さ
て
、
半
年
前
に
な
り
ま
す
が
、
久
し

振
り
に
福
島
市
の
六
月
議
会
（
さ
く
ら
野

跡
地
関
連
）
を
傍
聴
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん

も
傍
聴
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
傍
聴
席
に
大
勢
の
住
民
が
い
ま
す
と

議
員
さ
ん
も
少
々
緊
張
す
る
の
だ
そ
う
で

す
。
翌
日
の
新
聞
紙
面
に
質
問
、
答
弁
内

容
が
数
行
掲
載
さ
れ
ま
す
が
、
内
容
は
、

情
報
と
し
て
物
足
り
な
い
も
の
で
す
。
や

が
て
、
数
か
月
遅
れ
で
そ
の
内
容
が
、「
議

会
だ
よ
り
」
に
そ
れ
ぞ
れ
数
行
ご
と
に
ま

と
め
ら
れ
、
お
知
ら
せ
形
式
で
掲
載
さ
れ

ま
す
。
簡
単
に
議
会
内
容
を
知
る
に
は
、

こ
の
手
段
し
か
な
い
よ
う
で
す
（
九
月
議

会
か
ら
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
情

報
提
供
が
さ
れ
て
い
る
）。
本
来
な
ら
ば
、

地
元
紙
に
は
議
会
開
催
翌
日
に
「
無
言
の

民
（
一
般
市
民
）」
に
は
聞
え
て
こ
な
い
、

見
え
な
い
市
政
の
議
決
内
容
、
つ
ま
り
、

情
報
を
紙
面
情
報
と
し
た
「
概
要
伝
達
」

は
不
可
欠
と
思
う
。

　

記
事
を
掲
載
し
て
も
住
民
は
興
味
を
持

た
な
い
、
読
ま
な
い
と
い
う
こ
と
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
如
何
な
も
の
で
し
ょ
う
か
。

最
近
い
ろ
い
ろ
な
場
面
で
提
供
者
と
受
給

者
と
い
う
言
葉
を
耳
に
し
ま
す
が
、
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
者
（
議
員
、
役
職
員
等
）

は
、
受
給
者
（
住
民
）
に
丁
寧
な
情
報
提

供
を
し
て
い
か
な
い
と
地
域
の
活
性
は
、

進
ま
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

地
域
活
性
は
、
住
民
が
正
し
い
情
報
を

基
に
意
見
交
換
、
交
流
し
、
行
政
・
住
民
が

役
割
分
担
し
、
住
民
と
役
所
の
信
頼
に
裏

打
ち
さ
れ
た
「
仕
組
み
」
が
あ
っ
て
こ
そ

実
現
で
き
る
と
お
も
い
ま
す
。（
岩
見
記
）

渋谷建設株式会社

渋谷 浩一氏
（伊達郡桑折町大字南半田字六角３７）

（024）582-2315㈹

代表取締役

「
こ
こ
の
社
長
は
、い
つ
会
社
の
仕
事
を
や
っ

て
い
る
ん
で
す
か
」
と
い
う
噂
や
悪
口
が
な

ん
と
な
く
入
っ
て
く
る
そ
う
だ
。

　

そ
れ
も
そ
の
は
ず
、
名
刺
の
裏
を
拝
見
し

た
だ
け
で
桑
折
町
商
工
会
副
会
長
を
始
め
、

十
四
の
役
職
、
そ
の
他
三
十
を
超
え
る
役
職

を
持
っ
て
い
る
と
言
う
。
伺
っ
た
日
の
午
後

か
ら
も
五
つ
の
会
議
、
打
ち
合
わ
せ
が
入
っ

て
い
る
と
い
う
。殺
人
的
な
忙
し
さ
で
あ
る
。

　

例
え
ば
「
ふ
く
し
ま
け
ん
街
道
交
流
会
事

務
局
長
」　
「
羽
州
街
道
交
流
会
幹
事
」　
「
南

と
う
ほ
く
街
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
副
代
表
」　

「
万
世
大
路
研
究
会
代
表
幹
事
」「
桑
折
町
文

化
財
保
護
審
議
会
委
員
」。
き
り
が
な
い
の

で
や
め
て
置
く
。
こ
の
社
長
さ
ん
、
街
道
と

か
川
と
か
に
異
常
な
興
味
が
あ
る
ら
し
い
。

郷
土
の
歴
史
に
も
非
常
に
詳
し
い
。
自
分
の

会
社
に
は
余
り
詳
し
く
な
い
の
に
は
笑
っ
て

し
ま
う
。

　

い
つ
、
会
社
の
仕
事
を
や
る
か
、
と
い
う

と
全
社
員
出
勤
が
朝
七
時
、
社
長
を
中
心
に

今
日
の
仕
事
の
内
容
、
段
取
り
、
仕
事
の
分

担
な
ど
実
に
詳
し
く
協
議
し
指
示
を
出
し
て

お
く
と
い
う
。
こ
れ
で
納
得
。

　

渋
谷
建
設
と
い
う
会
社
だ
が
、
実
際
は
土

木
関
係
の
仕
事
が
多
い
。
そ
れ
も
ユ
ニ
ー
ク

な
独
自
の
土
木
事
業
な
の
で
あ
る
。

　

阿
武
隈
川
、岡
部
地
区
の
白
鳥
の
来
る
所
。

市
民
が
白
鳥
と
親
し
く
触
れ
合
い
エ
サ
を
与

え
や
す
い
桟
橋
一
帯
の
工
事
。
次
に
荒
川
、

桜
づ
つ
み
公
園
の
近
く
に
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
や

芋
煮
会
の
や
れ
る
一
帯
の
工
事
。
そ
れ
と
阿

武
隈
川
、
松
齢
橋
と
渡
利
大
橋
の
間
、
渡
利

側
の
堤
防
か
ら
川
岸
周
辺
の
工
事
。
こ
こ
は

「
水
辺
の
楽
校
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
こ
れ

ら
す
べ
て
自
然
景
観
、
環
境
を
壊
さ
な
い
よ

う
な
穏
や
か
な
土
木
工
事
に
仕
上
が
っ
て
い

る
。
土
木
学
会
、
そ
の
他
か
ら
数
々
の
賞
を

受
け
て
お
り
、
全
国
か
ら
視
察
者
が
詰
め
掛

け
て
い
る
の
だ
。

　

こ
の
会
社
の
初
代
は
渋
谷
光
男
氏
で
最
初

は
馬
車
な
ど
を
使
っ
た
運
送
業
だ
っ
た
と
い

う
。

　

母
方
の
伯
父
が
土
建
業
を
や
っ
て
お
り
、

そ
の
人
物
が
「
土
木
は
ト
ン
チ
」
と
い
う
名

言
を
吐
い
た
。
昭
和
三
十
年
、
土
建
業
を
始

め
、
四
十
三
年
に
有
限
会
社
、
六
十
三
年
に

株
式
会
社
に
改
組
し
た
。
社
長
の
渋
谷
浩
一

氏
は
昭
和
三
十
五
年
に
桑
折
町
で
生
ま
れ
東

北
学
院
大
学
工
学
部
を
出
る
と
佐
藤
工
業
で

約
四
年
ほ
ど
修
行
し
て
渋
谷
建
設
に
入
社
、

平
成
十
七
年
に
社
長
に
就
任
し
た
。

　

本
社
の
近
く
に
奥
州
街
道
と
羽
州
街
道
の

分
岐
点
が
あ
る
が
、
渋
谷
社
長
が
中
心
と

な
っ
て
「
奥
州
街
道　

羽
州
街
道　

追
分
」

の
標
柱
ほ
か
周
辺
の
地
域
も
歴
史
的
な
雰
囲

気
を
造
り
だ
し
立
派
な
町
お
こ
し
を
完
成
さ

せ
た
。
各
地
か
ら
見
学
に
来
た
人
は
涙
を
流

し
て
喜
ん
で
く
れ
た
と
い
う
。「
お
も
て
な

し
処　

桑
折
御
蔵
」
も
立
ち
上
げ
大
好
評
ら

し
い
。

「
メ
チ
ャ
ク
チ
ャ
お
忙
し
い
よ
う
で
す
が
」

「
嫌
ぁ
、
段
取
り
さ
え
き
ち
ん
と
付
け
て
お

け
ば
何
と
か
な
る
も
ん
で
す
よ
」
と
何
げ
な

い
顔
を
し
て
い
る
。
こ
の
会
社
の
自
然
に
溶

け
込
ん
だ
土
木
工
事
と
町
お
こ
し
を
期
待
し

て
帰
っ
て
き
た
。

【
　
月
の
こ
よ
み
】

漢
字
の
日
『
高
校
生
な
ら
漢
字
で
書
け
！
』
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